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৘ ใ ཧ ޻ ৘ ใ ੜ ໋ ό　Π　Φ όΠΦφϊ ෺ ࣭  ཧ ޻ ஌ ೳ ࣾ  ձ σ　ʔ　λ

研究内容
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研究設備
　全൓ࣹݦඍڸ、電動ステージ෇タイムラプスݦޫܬඍڸ、ίンフΥーカ
ϧݦඍڸ౳
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ੜ͖෺͕͖޷ɺ研究͕͖޷なਓをܴ׻します。໘ന͍研究をしましΐ͏。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　Essentialࡉ๔生物学をよくಡんで、基礎知識を身にணけてください。これまでの経験は問いません、実験技術はしっかりと教ҭし
ます。

研究室の指導方針
たちの研究室では、最先୺のόイオサイΤンスの研究を通じて、༏れた研究者およͼ社会で活躍するリーμーをҭ成することを目ࢲ　
の目ඪ設ఆとスέジϡーϧのマωージظ௕・ظしています。そのためにも、ຖि行Θれるミーティンάで成Ռの発දと議論を行い、୹ࢦ
メントができるようにࢦಋをしています。ຖिのミーティンάのੵみ重Ͷを通して、研究者・リーμーとしての力を෇け、ੈքに情報発信
ができるように教ҭします。また、ཹ学生をަ͑た環境の中、ҟなるόックάラウンυを持ったਓと理解・ڠ力し合͑るάローόϧなਓ
材をҭ成します。
　この研究で身につく能力
方と問題解決能力をཆいます。また、ཹ学生をަ͑たຖिのミーティンά͑ߟたちの研究室では、最先୺の研究を通じて論理的なࢲ　
を通じて、ӳޠをަ͑たプϨθンテーション能力やίミϡχέーション能力も身につきます。研究室では、ࡉ๔生物学、生化学、分子
生物学、発生生物学、生物物理学の最先୺のख法を࢖ۦして研究がおこなΘれていますが、スタートは೉しくはありません。数学も必
ਢではありません。まずは生化学・分子生物学の基礎をࢦಋし、ڵ味やプロジェクトに応じて様々なख技を学Ϳことができます。また、
日々の研究を通じて、基礎ҩ学、ༀ学、生物学の知識やόックάラウンυも身につけることができます。ラット、マウス、θϒラフィッシϡ、
ഓཆࡉ๔のѻいも身につきます。

修了生の活躍の場
・製ༀܥ：大๠ༀ品、+ohnson � +ohnson、౦࿨ༀ品、大௩製ༀ、Ωッセイༀ品、阪大ඍ生物ප研究会、ଞ
・৯品ܥ：味の素ྫྷౚ৯品、ઇҹメάミϧク、.i[kan + plVs )oldinHs、ଞ
・ΞカデミΞ：ಸྑ先୺科学技術大学Ӄ大学、Ѵ઒ҩ科大学、関੢学Ӄ大学、ླྀ球大学、シカゴ大学 、クイーンζランυ大学、ଞ
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୎ಙ؛ྮ・  Ҵ֞௚之
 実験ҩ学 ��
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  （�ത࢜後ظ課ఔ学生の論จʀ ̈म࢜課ఔ学生の論จ）

 ・ 共同研究：カリフΥϧχΞデーϏスژ、ߍ౎大学、関੢ҩ科大学、金୔大学、
理化学研究所、国立පӃ機構大阪ҩྍセンター、ଞ

 ・֎෦ࢿ金：科研費、A.ED-C3EST、ଞ

（写真左から）
教授：Ҵ֞　௚之 ninaHaki@bs.naist.jp 
ॿ教：അ場　݈ଠ࿠ ke-baba@bs.naist.jp
ॿ教：ྮ؛　୎ಙ t-mineHishi@bs.naist.jp




